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論 文 内 容 の 要 旨 
血液疾患患者の多くは、発症と共にがんの告知を受け、早急に副作用を伴う化学療法を
強いられる。その際にクリーンな環境を維持できる部屋、即ち、クリーンルームという閉
鎖環境での療養生活をおくることになる。本論文では、白血病などの腫瘍性疾患である血
液疾患患者が入室する、クリーンルームで闘病生活をおくる患者の疾患の不適応感を測定
する尺度(Cleanroom non-Adaptation Scale : CnA-S)を構成し、この結果から適応を促す
支援について検討を行った。  
序章では、がん告知後の患者の精神症状について、そして、告知そのものがうつ症状や
せん妄症状を引き起こす強い精神的ストレスとなりうることについて、先行研究に基づき
検討を加えた。また、告知後の適応に関する諸理論を概観し、患者の社会的側面を含めた
能動的な意味付けの重要性について検討を加え、告知後の看護の役割についても検討を行
った。ここでのポイントは、疾患への適応が困難な環境であるクリーンルームという閉鎖
環境における疾患への適応について、身体的、精神的、社会的側面からのアプローチの必
要性である。さらに、がん患者支援の課題を明らかにし、医療者がチェックし患者の状態
を評価する他記式尺度の有用性について、これまでがん患者に使用されてきた尺度を概観
しながら議論した。  
第 1 章では、がん告知後の患者が期待する看護支援について、告知後の適応過程におけ
る中心的概念を基に、がん告知後に療養中の患者が看護師にどのような看護支援を期待し
ているかを実証的に明らかにした。まず、がん告知後の患者を対象としてインタビュー調
査を行い、不適応感に関する項目を収集した。次に、がん告知後第 2 相から 3 相にある患
者が期待する看護支援の特徴を、因子分析を適用して明らかにした。さらに、がん告知後
の患者とがん以外の患者を比較することにより、がん告知後の患者が期待する看護支援の
特徴的な項目を明らかにした。すなわち、生命を保障し安心感を提供できるケアとして、
速やかに確実に対応してくれる支援を適応に至らない時期の患者は、より期待していると
いう結果であった。  
第 2 章では、患者の身体的・精神的・社会的側面を含めアプローチするために、がん患
者に携わる看護師の専門的教育の現状とこれからがん看護に携わる看護師の専門的教育に
ついて検討を加えた。まず、がん看護専門教育に参加した看護師を対象に、縦断的調査か
ら、がん患者に携わる看護師のキャリアアップに向けたがん看護の専門教育のあり方につ
いて、キャリア選択自己効力感の測定尺度を応用して検討を行った。その結果から、対象
者が更なるステップアップ研修を希望し、専門性を身に付けたいという意欲をもって参加
している学びへの姿勢を明らかにした。そして、受講者のがん看護に関する学びへの意欲
を理解し、これに効果的な教育体制を構築することの必要性を指摘した。  
第 3 章では、クリーンルーム入室患者の不安やストレスから引き起こされる身体的・精
神的・社会的側面における患者の変化を療養生活への不適応な状態と捉え、治療に従事す
る医療者への質問紙による調査を行い、クリーンルーム入室患者に対して客観的に感じる
不適応感を明らかにした。調査と因子分析により内的構造を確認する研究を繰り返し、最
終的には、不適応感の測定領域として「患者背景」「血液データ」「療養生活」「身体症状」
「社会的側面」「家族の支援」「患者自身の思い」「医療者との関係」「趣味・嗜好」「性格」
など 10 の領域を特定した。なお、以上の結論を得る際には、インタビューによる得られ
る質的データをカテゴリー化することで、医療現場での実践レベルで得られる情報から内
容的妥当性に関して検討も行った。さらに、クリーンルーム入室患者において、医療者が
客観的に捉える患者の不適応な状況の多様性を検討するために、クリーンルーム入室する
複数の患者を想定し、その不適応な状態を医療者に査定を求めた。その結果、「家族の支援」
や「社会的側面」「患者背景」の 3 領域で不適応な状態に関する個人間差が大きいことが
明らかにすることができた。この 3 領域は、生命に直結する内容ではなく、個々の医療者
が患者の家族を含めた社会的側面の捉え方に関するものであり、この点での個人間差が大
きい。以上の実証的研究から得られた結果を踏まえ、医療現場で客観的に患者の心理状態
を評価することを目的として開発され、使用されている尺度をレビューした。その結果、
心理学で使用される調査対象者が自ら反応する自記式よりも、リーンルームに入室する患
者の不適応な状態を評価においては、医療従事者が患者を評価する他記式尺度の方が適切
であるとの結論を得た。  
第 4 章では、第 3 章で得た 10 領域を確認するために、そして、他記式の評価ツールと
して、尺度をより洗練するために、質問項目に検討を加え、クリーンルームを設置する 3
施設で予備調査を行い、さらに、本調査は全国 28 施設の看護師に対象を拡げて行った。
因子分析を適用することによって、クリーンルームで闘病生活をおくる患者の疾患の不適
応感を測定する 45 項目からなる次の 10 因子を特定することができた。すなわち、「閉鎖
的環境での孤立感」「身体的症状の愁訴」「疾患への危機感」「身内からの支援の無い悲哀」
「社会的基盤の危うさへの悲嘆」「医療へのネガティブな態度」「治療経験」「医療への期
待感」「酒・タバコへの想い」そして「情動性」である。この 10 因子から構成した「CnA-S」
の下位 10 尺度の信頼性は、α係数で 0.95 から 0.73 であった。せん妄評価スケールであ
る DRS-J(Delirium Rating scale for the Nurses)尺度との間で併存的妥当性については、
主に身体的・精神的側面の「閉鎖的環境での孤立感」「身体的症状の愁訴」「疾患への危機
感」「医療へのネガティブな態度」「情動性」5 尺度で確認することができた。性別や入院
期間などの変数について分散分析を適用し、主に患者の社会的側面を測定する尺度におい
て有意な結果を得ることができた。以上の結果を踏まえて、がん患者の不適応の状態に関
して、身体的・精神的側面に加えて、社会的側面からも総合的に診断するツールとしての
意義やこれを臨床で活用する上での課題に関しても議論した。  
 第 5 章では、「CnA-S」の短縮版を開発し、臨床という実践場面での利用に関して検討
を加えた。多忙な業務の中で看護師がチェックするには、45 項目では評価に時間がかかる
ことが懸念されたので、第 4 章での因子分析結果を再検討し、「身体的苦痛感」「疾患に対
する危機感」「社会的役割の喪失感」「近親者からの支援への不安感」「医療の不安感」「閉
鎖的環境への不安感」そして「情動性」からなる 27 項目のクリーンルーム入室患者の不
適応感尺度 2 (Cleanroom non-Adaptation Scale : CnA-S2)を作成した。なお、尺度の信頼
性の値は 0.87 から 0.71 であった。この尺度を使用して、臨床で 2 人の看護師をペアとし
て、それぞれに一人の患者を対象として、7 尺度への記入を求めた。7 日から 10 日間の間
隔をおいた 2 回の評価をプロフィール表示した結果についての参加者からの意見も加え、
看護計画などへの発展的な実践レベルでの活用に向けた検討を行った。その結果、患者の
状態を客観的に共有することができること、そして、看護師のキャリアに関係無く評価す
る視点が明確になること、さらに、病院内の他職種とのディスカッションで患者の状態を
検討するツールとなることなどを明らかにすることができた。  
終章では、「CnA-S」の意義について、がん告知後の患者が看護師に期待する看護支援へ
の活用の意義と、看護師のスキルアップでの活用の意義を議論した。そして、「CnA-S」の
２つの版の改良に向けての課題を明らかにし、クリーンルーム入室患者の疾患への適応を
促す支援について展望した。  
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 クリーンルーム入室患者の適応への支援の重要性と必要性に関して、幅広く多数の内外
の文献をレビューし、問題点を論理的に追求し、説得的に議論を展開している。臨床場面
での応用的見地から他記式の評定尺度に着目した点はきわめてオリジナリティの高い着想
であると評価できる。  
看護研究分野だけではなく、心理学で関連する分野での議論も適切に吟味し、不適応感
を測定するための質問項目を独自に収集している。患者を対象としたインタビュー調査か
ら項目を作成し、看護従事者を対象として調査し、因子分析を駆使することによって、こ
の分野でははじめての提案となる因子を抽出し、尺度構成を構成している。尺度の信頼性
と妥当性の確認では、堅実な心理測定と統計的手続きに従っている。加えて、臨床場面で、
がん患者の支援やこれに従事する者への教育にも資する道具あることを妥当性の観点も踏
まえて確認にしている。  
実証的な研究姿勢とその成果は、応用心理学研究や看護分研究において、きわめて独創
的な成果として結実し、臨床への貢献という点からも高い評価を受けている。本研究で開
発された尺度が、看護支援場面のみならず看護教育のツールとしても有効であることを明
らかにした点も優れた研究成果であると評価することができる。  
文章表現は全般に一定水準の明解性を保っていると判断される。また、論理の一貫性に
ついて特に重大な問題点は認められない。  
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。  
